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回
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２
　
中

学
校

＊
学
年

欄
　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る
　
　
　
　
＊

教
科

等
欄

　
社

会
(地

)は
地

理
的

分
野

　
理

科
（
２
）
は

第
2
分

野
　
技

術
家

庭
(技

)は
技

術
分

野
、
技

術
家

庭
(家

)は
家

庭
分

野
と
す
る

生
交

災

1

社 会 ( 地 )

日
本

の
様

々
な

地
域

・
海

洋
に

囲
ま

れ
た

日
本

の
国

土
の

特
色

・
地

震
、

津
波

、
風

水
害

の
影

響
を

受
け

や
す

い
国

土
の

状
況

自
然

災
害

に
よ

る
被

害
が

地
形

に
よ

っ
て

違
う

こ
と

を
知

り
、

自
分

た
ち

の
地

域
の

災
害

特
性

を
と

ら
え

さ
せ

る
。

災
害

特
性

に
応

じ
て

被
害

を
最

小
限

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

○

2
同 上

同
上

同
上

同
上

○

1

社 会 ( 地 )

日
本

の
様

々
な

地
域

・
地

域
の

自
然

環
境

に
関

す
る

特
色

あ
る

地
理

的
事

象
と

そ
れ

を
中

核
と

　
し

た
地

域
的

特
色

・
自

然
環

境
と

人
々

の
生

活
や

産
業

な
ど

の
営

み
と

の
関

係
・

様
々

な
自

然
災

害
に

対
す

る
防

災
対

策

自
然

災
害

に
よ

る
被

害
が

地
形

に
よ

っ
て

違
う

こ
と

を
知

り
、

自
分

た
ち

の
地

域
の

災
害

特
性

を
と

ら
え

さ
せ

る
。

災
害

特
性

に
応

じ
て

被
害

を
最

小
限

に
で

き
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
○

2
同 上

同
上

同
上

同
上

○

3

理 科 （ １ ）

科
学

技
術

と
人

間
・

水
力

、
火

力
、

原
子

力
な

ど
か

ら
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
得

て
い

る
こ

と
を

知
　

る
と

と
も

に
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

有
効

な
利

用
が

大
切

で
あ

る
こ

と
放

射
線

の
性

質
と

利
用

に
つ

い
て

も
触

れ
る

。

1

理 科 （ ２ ）

大
地

の
成

り
立

ち
と

変
化

・
日

本
付

近
の

プ
レ

ー
ト

と
火

山
や

地
震

に
つ

い
て

の
関

連
・

野
外

観
察

記
録

を
も

と
に

し
た

地
層

の
重

な
り

方
や

広
が

り
方

・
大

地
の

成
り

立
ち

と
変

化
・

地
震

や
火

山
活

動
に

つ
い

て
の

過
去

の
体

験
や

知
識

、
災

害
に

対
す

る
　

防
災

や
減

災
等

の
日

常
生

活
や

社
会

と
の

関
連

火
山

活
動

に
よ

る
地

震
、

プ
レ

ー
ト

の
動

き
に

よ
る

地
震

等
の

特
性

を
知

り
、

減
災

に
つ

な
が

る
行

動
を

理
解

さ
せ

る
。

○

1

理 科 ( ２ )

気
象

と
そ

の
変

化

・
日

本
の

天
気

の
特

徴
・

気
象

現
象

の
起

こ
る

仕
組

み
と

規
則

性
・

気
象

現
象

の
規

則
性

・
気

象
要

素
の

変
化

及
び

相
互

の
関

連
・

気
象

要
素

の
変

化
と

天
気

の
変

化
の

規
則

性

気
象

現
象

の
規

則
性

か
ら

天
気

の
変

化
を

予
測

し
、

気
象

災
害

か
ら

の
危

険
を

回
避

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
○

○

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
　
元

指
　
導
　
事
　
項

指
　
導
　
の

　
視

　
点

そ
の

他
(留

意
点

等
)
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２
　
中
学
校

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る
　
　
　
　
＊

教
科

等
欄

　
社

会
(地

)は
地

理
的

分
野

　
理

科
（
２
）
は

第
2
分

野
　
技

術
家

庭
(技

)は
技

術
分

野
、
技

術
家

庭
(家

)は
家

庭
分

野
と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
　
元

指
　
導
　
事
　
項

指
　
導
　
の
　
視
　
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

保 健 体 育

傷
害

の
防

止

・
交

通
事

故
や

自
然

災
害

に
よ

る
傷

害
要

因
・

交
通

事
故

に
よ

る
傷

害
の

防
止

・
自

然
災

害
発

生
時

と
二

次
災

害
の

傷
害

・
自

然
災

害
の

防
止

・
応

急
手

当
の

適
切

な
手

順
や

方
法

・
心

肺
蘇

生
等

の
応

急
手

当

事
故

の
要

因
を

分
析

し
、

安
全

な
行

動
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

災
害

へ
の

備
え

、
適

切
な

避
難

の
仕

方
を

理
解

す
る

こ
と

で
被

害
を

最
小

限
に

と
ど

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
理

解
し

、
実

践
さ

せ
る

。
自

他
の

命
を

大
切

に
考

え
、

応
急

手
当

の
重

要
性

を
理

解
さ

せ
る

。

○
○

○

2

技 術 家 庭 ( 技 )

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
に

関
す

る
技

術

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
変

換
方

法
や

力
の

伝
達

の
仕

組
み

・
機

器
の

基
本

的
な

仕
組

み
と

保
守

点
検

と
事

故
防

止
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
に

関
す

る
技

術
の

適
切

な
評

価
・

活
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

仕
組

み
を

理
解

す
る

こ
と

で
、

事
故

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
○

○

3

技 術 家 庭 ( 家 )

衣
生

活
・

住
生

活
と

自
立

・
家

庭
内

の
事

故
の

防
ぎ

方
や

自
然

災
害

へ
の

備
え

、
室

内
の

空
気

調
　

節
、

音
と

生
活

と
の

関
わ

り
等

の
視

点
か

ら
の

室
内

環
境

の
整

え
方

・
自

然
災

害
を

含
む

家
庭

内
の

事
故

や
そ

の
原

因
・

災
害

へ
の

備
え

や
事

故
の

防
ぎ

方
な

ど
の

安
全

管
理

の
方

法
・

安
全

な
生

活
の

工
夫

地
震

が
発

生
し

た
際

の
家

具
等

の
転

倒
に

よ
る

危
険

の
防

止
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
防

災
備

品
(
非

常
持

ち
出

し
袋

等
)
の

準
備

や
整

理
を

し
、

災
害

に
備

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
さ

せ
る

。

○
○

自
然

と
人

間

・
地

球
規

模
で

の
プ

レ
ー

ト
の

動
き

と
火

山
活

動
や

地
震

と
の

関
係

・
地

学
的

な
事

象
と

自
然

の
恵

み
や

災
害

と
の

関
係

・
各

地
域

で
起

き
た

地
震

に
よ

っ
て

生
じ

た
現

象
と

被
害

の
特

徴
・

生
じ

た
現

象
と

被
害

と
の

関
係

・
被

害
を

最
小

限
に

く
い

止
め

る
方

策
・

津
波

の
発

生
の

基
に

な
る

地
震

の
規

模
や

、
震

源
と

の
関

係
・

津
波

が
襲

来
し

た
地

域
の

地
形

や
波

の
高

さ
な

ど
と

被
害

の
大

き
さ

と
　

の
関

係
・

火
山

噴
火

の
記

録
や

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
な

ど
を

基
に

し
た

噴
出

物
の

分
　

布
域

と
、

集
落

や
田

畑
、

森
林

な
ど

の
被

害
と

の
関

係
・

被
害

を
も

た
ら

し
た

台
風

の
特

徴
と

、
台

風
に

よ
っ

て
生

じ
た

様
々

な
　

被
害

と
の

関
係

・
洪

水
を

起
こ

し
た

梅
雨

、
台

風
、

融
雪

な
ど

の
特

徴
・

決
壊

し
た

河
川

の
浸

水
地

域
と

土
地

の
特

徴
と

の
関

係
・

地
球

規
模

の
気

候
変

動
な

ど
と

の
関

連
・

災
害

を
減

ら
す

た
め

の
行

動

3

理 科 ( ２ )

自
然

災
害

発
生

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

知
る

こ
と

で
そ

の
災

害
の

規
模

や
そ

の
被

害
を

予
測

し
、

被
害

を
回

避
す

る
た

め
の

行
動

を
理

解
さ

せ
る

。
○

○
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２
　
中
学
校

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る
　
　
　
　
＊

教
科

等
欄

　
社

会
(地

)は
地

理
的

分
野

　
理

科
（
２
）
は

第
2
分

野
　
技

術
家

庭
(技

)は
技

術
分

野
、
技

術
家

庭
(家

)は
家

庭
分

野
と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
　
元

指
　
導
　
事
　
項

指
　
導
　
の
　
視
　
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

総 合 的 な 学 習 の 時 間

(
各

校
で

定
め

る
)

・
校

区
安

全
マ

ッ
プ

の
作

成
　

　
災

害
安

全
・

生
活

安
全

・
交

通
安

全
の

３
つ

の
視

点
を

盛
り

込
ん

だ
　

　
安

全
マ

ッ
プ

の
作

成
　

　
安

全
マ

ッ
プ

を
生

か
し

た
安

全
確

保
の

取
組

・
地

域
の

状
況

か
ら

予
測

さ
れ

る
災

害
と

安
全

対
策

・
地

域
、

関
係

機
関

と
連

携
し

た
安

全
教

室
・

災
害

を
想

定
し

た
校

内
、

地
域

内
で

の
避

難
訓

練

地
域

や
校

区
の

特
色

に
応

じ
た

探
求

的
な

学
習

を
通

し
て

、
安

全
意

識
を

高
め

る
よ

う
な

課
題

設
定

を
行

い
、

そ
れ

を
解

決
す

る
た

め
の

学
習

や
活

動
に

結
び

付
け

さ
せ

る
。

○
○

○

○
○

○
道 徳

１
　

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

　
　

１
－

（
１

）
　

心
身

の
健

康
の

増
進

を
図

り
、

節
度

を
守

り
、

節
制

　
　

　
　

　
　

　
　

を
心

が
け

た
調

和
の

あ
る

生
活

　
　

１
－

（
３

）
　

自
律

の
精

神
を

重
ん

じ
、

自
主

的
に

考
え

、
誠

実
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実

行
す

る
こ

と
と

そ
の

結
果

へ
の

責
任

２
　

主
と

し
て

他
の

人
と

の
係

わ
り

に
関

す
る

こ
と

　
　

２
－

（
２

）
　

温
か

い
人

間
愛

の
精

神
と

他
の

人
々

に
対

す
る

思
い

　
　

　
　

　
　

　
　

や
り

の
心

　
　

２
－

（
３

）
　

心
か

ら
信

頼
で

き
る

友
達

と
の

互
い

の
励

ま
し

合
い

　
　

　
　

　
　

　
　

と
高

め
合

い
３

　
主

と
し

て
自

然
や

崇
高

な
も

の
と

の
係

わ
り

に
関

す
る

こ
と

　
　

３
－

（
１

）
　

生
命

の
尊

さ
の

理
解

と
、

か
け

が
え

の
な

い
自

他
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生

命
の

尊
重

４
　

主
と

し
て

集
団

や
社

会
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

　
　

４
－

（
１

）
　

自
他

の
権

利
を

重
ん

じ
、

義
務

を
確

実
に

果
た

し
た

　
　

　
　

　
　

　
　

社
会

の
秩

序
と

規
律

の
高

ま
り

　
　

４
ー

（
２

）
　

公
徳

及
び

社
会

連
帯

の
自

覚
の

向
上

と
、

よ
り

よ
い

　
　

　
　

　
　

　
　

社
会

の
実

現
　

　
４

－
（

４
）

　
自

己
が

属
す

る
集

団
の

意
義

に
つ

い
て

の
理

解
と

役
　

　
　

　
　

　
　

　
割

や
責

任
を

自
覚

し
た

集
団

生
活

の
向

上
　

　
４

－
（

５
）

　
勤

労
の

尊
さ

や
意

義
の

理
解

、
奉

仕
の

精
神

を
持

っ
　

　
　

　
　

　
　

　
た

公
共

の
福

祉
と

社
会

の
発

展
　

　
４

－
（

８
）

　
地

域
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

と
郷

土
へ

の
愛

を
　

　
　

　
　

　
　

　
持

っ
て

郷
土

の
発

展
へ

寄
与

す
る

自
他

の
命

を
大

切
に

思
う

気
持

ち
を

養
わ

せ
る

。
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
分

の
役

割
を

理
解

し
、

災
害

発
生

時
に

は
地

域
の

人
々

と
協

力
す

る
態

度
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。
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３
　
高

等
学

校
（
現

行
課

程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

地 理 歴 史 ・ 世 界 史 Ａ

(
3
)
現

代
の

世
界

と
　

 
日

本

　
カ

 
科

学
技

術
と

 
 
 
 
 
現

代
文

明

・
災

害
援

助
の

際
の

国
際

協
力

体
制

の
重

要
性

災
害

発
生

時
の

科
学

的
な

側
面

か
ら

も
国

際
協

力
が

で
き

る
こ

と
に

気
付

か
せ

る
。

該
当

事
例

と
し

て
自

然
災

害
と

そ
の

対
応

を
取

扱
う

。
○

地 理 歴 史 ・ 世 界 史 B

(
5
)
地

球
世

界
の

形
　

 
成

 
 
オ

 
科

学
技

術
の

 
 
 
 
 
発

達
と

現
代

 
 
 
 
 
文

明

・
科

学
技

術
と

自
然

環
境

の
関

係
科

学
技

術
の

発
達

に
と

も
な

っ
て

、
災

害
に

よ
る

被
害

を
最

小
限

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

に
気

付
か

せ
る

。
自

然
災

害
を

事
例

と
し

な
が

ら
取

扱
う

。
○

地 理 歴 史 ・ 地 理 Ａ

(
2
)
地

域
性

を
踏

ま
　

 
え

て
と

ら
え

る
　

 
現

代
世

界
の

課
　

 
題

　
イ

 
 
地

球
的

課
　

　
 
 
題

の
地

理
　

　
 
 
的

考
察

 
 
 
(
ｱ
)
諸

地
域

か
　

　
　

ら
見

た
地

 
 
 
 
 
 
球

的
課

題

・
自

然
環

境
と

人
間

生
活

の
関

連
と

自
然

災
害

の
事

例
や

そ
の

仕
組

み
・

災
害

援
助

や
国

際
協

力
の

必
要

性
外

国
で

発
生

し
た

災
害

を
も

と
に

、
災

害
援

助
や

国
際

協
力

の
必

要
性

に
気

付
か

せ
る

。

グ
ロ

ー
バ

ル
・

イ
シ

ュ
ー

（
地

球
規

模
の

問
題

）
と

し
て

取
扱

う
。

ロ
ー

カ
ル

・
イ

シ
ュ

ー
（

地
域

問
題

・
日

本
の

国
内

問
題

）
と

し
て

は
、

(
2
)
 
地

域
性

を
踏

ま
え

て
と

　
　

ら
え

る
現

代
世

界
の

課
　

　
題

　
イ

　
地

球
的

課
題

の
地

理
　

　
　

的
考

察
　

　
(
ｲ
)
近

隣
諸

国
や

日
本

　
　

　
が

取
り

組
む

地
球

的
　

　
　

課
題

と
国

際
協

力
の

項
目

で
取

扱
う

。

○

地 理 歴 史 ・ 地 理 Ｂ

(
1
)
現

代
世

界
の

系
 
 
 
統

地
理

的
考

察

 
 
ア

 
自

然
環

境

・
自

然
災

害
の

事
例

や
そ

の
仕

組
み

・
自

然
災

害
や

防
災

・
減

災
日

本
の

自
然

の
特

色
に

よ
っ

て
発

生
す

る
災

害
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。

自
然

環
境

と
人

間
生

活
の

関
連

、
日

本
に

お
け

る
自

然
環

境
の

特
色

に
つ

い
て

,
多

く
の

教
科

書
で

は
、

数
ペ

ー
ジ

に
わ

た
っ

て
記

載
さ

れ
て

い
る

。

○

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)
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３
　
高
等
学
校
（
現
行
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の

視
点

そ
の

他
(留

意
点

等
)

公 民 ・ 現 代 社 会

(
2
)
現

代
の

社
会

と
　

 
人

間
と

し
て

の
 
 
 
在

り
方

生
き

方
 
 
ア

　
現

代
の

社
会

 
 
 
 
 
 
生

活
と

青
年

・
社

会
参

加
の

具
体

的
事

例
（

災
害

援
助

）
身

近
な

社
会

で
あ

る
「

地
域

」
で

の
社

会
参

加
の

方
法

を
知

り
、

自
分

た
ち

が
で

き
る

こ
と

を
考

え
さ

せ
る

。

科
目

の
そ

の
他

の
項

目
に

お
い

て
も

、
災

害
援

助
に

関
わ

る
内

容
を

取
扱

う
。

○
○

○

公 民 ・ 倫 理

(
2
)
現

代
と

倫
理

　
ウ

　
現

代
の

諸
課

　
　

　
題

と
倫

理

・
地

域
社

会
の

あ
り

方
等

の
具

体
的

事
例

（
災

害
援

助
）

生
命

や
環

境
に

つ
い

て
考

え
、

よ
り

よ
く

生
き

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
を

考
え

さ
せ

る
。

科
目

の
そ

の
他

の
項

目
に

お
い

て
も

、
災

害
援

助
に

関
わ

る
内

容
を

取
扱

う
。

○
○

○

公 民 ・ 政 治 経 済

(
3
)
現

代
社

会
の

諸
 
 
 
課

題

　
イ

　
国

際
社

会
の

　
　

　
政

治
や

経
済

　
　

　
の

諸
課

題

・
国

際
協

力
を

扱
う

際
の

災
害

援
助

災
害

発
生

時
に

経
済

的
な

側
面

で
の

国
際

協
力

が
あ

る
こ

と
に

気
付

か
せ

る
。

科
目

の
そ

の
他

の
項

目
に

お
い

て
も

、
災

害
援

助
に

関
わ

る
内

容
を

取
扱

う
。

○

入 学 年 次 ～ そ の 次 の 年 次

保 健

現
代

社
会

と
健

康
（

健
康

の
考

え
方

、
精

神
の

健
康

、
交

通
安

全
、

応
急

手
当

）

・
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
・

個
人

の
行

動
選

択
と

そ
れ

を
支

え
る

社
会

環
境

・
ス

ト
レ

ス
の

原
因

と
心

身
へ

の
影

響
・

ス
ト

レ
ス

の
適

切
な

対
処

法
・

交
通

事
故

の
現

状
・

車
両

の
特

性
・

運
転

者
や

歩
行

者
の

安
全

に
対

す
る

適
切

な
行

動
・

安
全

に
対

す
る

個
人

の
適

切
な

行
動

・
自

他
の

生
命

を
尊

重
す

る
態

度
・

交
通

環
境

の
整

備
・

安
全

な
社

会
づ

く
り

・
日

常
的

な
応

急
手

当
の

正
し

い
手

順
や

方
法

・
心

肺
蘇

生
等

の
応

急
手

当

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
考

え
方

に
基

づ
き

、
個

人
の

行
動

選
択

や
そ

れ
を

支
え

る
社

会
環

境
が

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
ス

ト
レ

ス
の

原
因

と
心

身
へ

の
影

響
及

び
対

処
法

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

事
故

災
害

後
に

は
ス

ト
レ

ス
に

よ
る

障
害

が
発

生
す

る
こ

と
に

も
気

付
か

せ
る

。
二

輪
車

及
び

自
動

車
を

中
心

と
し

た
交

通
事

故
の

現
状

と
事

故
の

な
い

社
会

づ
く

り
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

と
と

も
に

、
自

然
災

害
や

犯
罪

被
害

を
防

止
す

る
社

会
づ

く
り

に
つ

い
て

も
理

解
さ

せ
る

。
応

急
手

当
の

手
順

や
方

法
を

身
に

付
け

る
と

と
も

に
、

実
習

を
通

し
て

理
解

さ
せ

る
。

○
○

○

１ ～ ３

家 庭 ・ 家 庭 総 合

住
環

境
の

整
備

・
乳

幼
児

や
高

齢
者

、
障

害
者

な
ど

の
家

庭
内

事
故

の
防

止
に

配
慮

し
た

　
室

内
環

境
の

整
備

・
自

然
災

害
、

火
災

な
ど

へ
の

防
災

、
防

犯
な

ど
安

全
に

配
慮

し
た

室
内

　
環

境
の

整
備

・
住

居
の

計
画

的
な

維
持

管
理

の
必

要
性

家
庭

内
で

の
事

故
を

未
然

に
防

ぐ
た

め
の

方
法

や
防

犯
対

策
、

災
害

発
生

時
の

家
庭

内
で

の
安

全
確

保
対

策
（

耐
震

や
家

具
が

倒
れ

る
の

を
防

ぐ
た

め
の

工
夫

）
を

理
解

し
実

践
さ

せ
る

。
た

だ
し

、
そ

れ
で

安
心

す
る
こ
と
が

な
い
こ
と
を

強
調

し
、

理
解

さ
せ

る
。

○
○
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３
　
高

等
学

校
（
現

行
課

程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

１ ～ ３

家 庭 ・ 生 活 技 術

住
生

活
の

管
理

・
乳

幼
児

や
高

齢
者

、
障

害
者

な
ど

の
家

庭
内

事
故

の
防

止
に

配
慮

し
た

　
室

内
環

境
の

整
備

・
自

然
災

害
、

火
災

な
ど

へ
の

防
災

、
防

犯
な

ど
安

全
に

配
慮

し
た

室
内

　
環

境
の

整
備

家
庭

内
で

の
事

故
を

未
然

に
防

ぐ
た

め
の

方
法

や
防

犯
対

策
、

災
害

発
生

時
の

家
庭

内
で

の
安

全
確

保
対

策
（

耐
震

や
家

具
が

倒
れ

る
の

を
防

ぐ
た

め
の

工
夫

）
を

理
解

し
実

践
さ

せ
る

。
た

だ
し

、
そ

れ
で
安
心
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
強
調

し
、

理
解

さ
せ

る
。

非
常

時
持

ち
出

し
袋

に
つ

い
て

も
取

り
扱

い
、

理
解

さ
せ

る
。

住
居

の
構

造
や

住
ま

い
方

の
関

係
を

取
扱

う
。

○
○

１ ～ ３

情 報 ・ 情 報 Ａ

(
4
)
情

報
機

器
の

発
　

 
達

と
生

活
の

変
 
 
 
化

　
イ

　
情

報
化

の
進

　
　

　
展

が
生

活
に

　
　

　
及

ぼ
す

影
響

・
防

災
通

報
シ

ス
テ

ム
の

役
割

や
故

障
し

た
際

の
問

題
情

報
を

効
果

的
に

活
用

す
る

こ
と

で
安

全
の

確
保

が
で

き
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。

災
害

等
が

発
生

し
た

場
合

の
情

報
の

保
全

に
つ

い
て

も
取

扱
う

。
○

○
○

１ ～ ３

情 報 ・ 情 報 Ｂ

(
4
)
情

報
社

会
を

支
 
 
 
え

る
情

報
技

術

　
ア

　
情

報
通

信
と

　
　

　
計

測
・

制
御

　
　

　
の

技
術

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
通

信
、

交
通

、
住

宅
な

ど
の

日
常

生
活

を
支

え
る

様
々

　
な

イ
ン

フ
ラ

ス
ト

ラ
ク

チ
ャ

ー
の

維
持

・
管

理

情
報

通
信

技
術

や
、

計
測

・
制

御
技

術
が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
災

害
発

生
の

際
の

情
報

の
保

全
と

、
回

復
の

際
の

情
報

通
信

の
果

た
す

役
割

を
理

解
さ

せ
る

。

そ
れ

ぞ
れ

の
技

術
の

長
所

だ
け

を
取

り
上

げ
る

の
で

は
な

く
、

問
題

点
に

つ
い

て
も

取
扱

う
。

災
害

等
が

発
生

し
た

場
合

の
情

報
の

保
全

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

よ
い

か
も

考
え

さ
せ

る
。

○

１ ～ ３

情 報 ・ 情 報 Ｃ

(
4
)
情

報
化

の
進

展
 
 
 
と

社
会

へ
の

影
 
 
 
響

　
ア

　
社

会
で

利
用

　
　

　
さ

れ
て

い
る

　
　

　
情

報
シ

ス
テ

　
　

　
ム

・
情

報
シ

ス
テ

ム
全

体
の

機
能

・
シ

ス
テ

ム
の

信
頼

性
と

社
会

に
及

ぼ
す

影
響

の
観

点

そ
れ

ぞ
れ

が
独

立
し

た
シ

ス
テ

ム
と

し
て

機
能

し
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
さ

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

相
互

に
影

響
を

与
え

合
う

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
自

分
た

ち
の

生
活

の
安

全
と

安
心

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
接

続
す

る
有

効
性

と
課

題
を

理
解

さ
せ

る
。

代
表

的
な

情
報

シ
ス

テ
ム

を
取

扱
う

。
災

害
等

が
発

生
し

た
場

合
の

情
報

の
保

全
に

つ
い

て
取

扱
う

。

○
○

２ ・ ３

農 業 ・ 森 林 科 学

森
林

の
保

護
と

治
山

・
気

象
災

害
、

生
物

災
害

や
人

為
災

害
な

ど
か

ら
森

林
を

保
護

す
る

た
め

　
に

必
要

な
知

識
と

技
術

・
山

地
の

地
形

や
地

質
、

森
林

土
壌

の
特

性
、

渓
流

水
理

や
治

山
工

事
の

　
対

象
地

に
関

す
る

学
習

を
通

じ
た

、
森

林
の

利
水

効
果

や
国

土
保

全
機

　
能

・
山

腹
工

事
、

渓
流

工
事

や
地

す
べ

り
工

事
な

ど
山

地
保

全
を

図
る

土
木

　
工

事
に

関
す

る
知

識
と

技
術

災
害

の
被

害
を

最
小

限
に

と
ど

め
る

た
め

の
方

法
を

習
得

さ
せ

る
。

○
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３
　
高
等
学
校
（
現
行
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の

視
点

そ
の

他
(留

意
点

等
)

２ ・ ３

農 業 ・ 農 業 土 木 施 工

農
業

水
利

・
水

資
源

の
開

発
・

利
水

工
法

や
治

水
工

法
に

関
す

る
知

識
と

技
術

・
利

水
と

治
水

の
意

義
や

役
割

水
源

、
農

業
用

水
、

生
活

用
水

、
環

境
用

水
な

ど
の

用
水

と
水

防
並

び
に

洪
水

調
節

と
堤

防
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

。
環

境
保

全
と

災
害

安
全

の
観

点
か

ら
で

利
水

や
治

水
に

関
す

る
知

識
や

技
術

を
習

得
さ

せ
る

。

○
○

工 業 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備

防
災

設
備

、
衛

生
・

防
災

設
備

の
施

行

・
建

築
物

用
途

に
よ

る
防

火
対

象
物

と
消

防
用

設
備

の
設

置
基

準
、

各
種

　
消

火
設

備
、

警
報

設
備

、
避

難
設

備
な

ど
の

消
防

用
設

備
・

事
務

所
な

ど
の

具
体

的
な

建
築

物
を

取
り

上
げ

、
屋

内
消

火
栓

設
備

、
　

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
設

備
と

そ
の

簡
単

な
配

管
機

器
の

設
計

・
衛

生
・

防
災

設
備

に
用

い
ら

れ
る

各
種

の
管

・
継

手
類

、
弁

類
な

ど
の

　
付

属
品

、
配

管
の

接
合

方
法

な
ど

に
関

す
る

施
工

・
消

防
法

な
ど

の
法

規
に

基
づ

く
衛

生
・

防
災

設
備

の
試

験
・

検
査

・
保

　
守

防
災

設
備

の
機

能
を

理
解

し
適

切
に

使
用

す
る

こ
と

で
、

自
他

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

実
際

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
。

○
○

工 業 ・ 社 会 基 盤 工 学

社
会

基
盤

整
備

、
社

会
基

盤
シ

ス
テ

ム

・
自

然
災

害
の

多
い

日
本

の
国

土
の

特
徴

、
国

土
総

合
開

発
の

概
要

、
主

　
な

災
害

と
災

害
防

止
の

た
め

に
整

備
さ

れ
て

き
た

社
会

基
盤

の
現

状
・

土
木

技
術

を
活

用
し

た
電

力
や

ガ
ス

な
ど

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

整
備

・
過

去
の

災
害

と
災

害
の

予
知

・
予

測
、

防
災

に
関

わ
る

法
規

と
行

政
の

　
役

割
、

災
害

対
策

と
防

災
シ

ス
テ

ム

被
害

か
ら

回
復

す
る

た
め

の
行

政
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

、
回

復
の

た
め

に
必

要
な

こ
と

を
考

え
さ

せ
る

。

地
震

災
害

、
風

水
害

、
火

山
災

害
、

土
砂

災
害

な
ど

の
具

体
的

事
例

を
取

扱
う

。
○

○

１ ～ ３

専 ・ 商 業 ・ ビ ジ ネ ス 情 報

(
6
)
情

報
処

理
機

器
　

 
の

導
入

と
管

理
　 　

ウ
　

デ
ー

タ
保

護
　

　
　

と
セ

キ
ュ

リ
　

　
　

テ
ィ

管
理

・
組

織
内

に
お

け
る

デ
ー

タ
管

理
及

び
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
管

理
の

意
義

と
役

　
割

・
デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
や

復
旧

の
方

法
及

び
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
や

ソ
フ

　
ト

ウ
ェ

ア
に

よ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
管

理

災
害

発
生

時
に

お
け

る
情

報
機

器
の

有
効

性
と

そ
の

活
用

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
。

災
害

等
が

発
生

し
た

場
合

の
デ

ー
タ

保
護

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

よ
い

か
考

え
さ

せ
る

。
実

習
を

通
し
て
習

得
さ
せ

る
。

○
○
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３
　
高
等
学
校
（
現
行
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の

視
点

そ
の

他
(留

意
点

等
)

１ ～ ３

専 ・ 水 産 ・ 水 産 情 報 技 術

水
産

・
海

洋
に

お
け

る
情

報
の

応
用

・
船

舶
識

別
な

ど
の

船
舶

通
信

機
能

統
合

シ
ス

テ
ム

や
船

外
通

信
と

船
内

　
通

信
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
、

小
型

船
位

置
測

定
シ

ス
テ

ム
、

漁
具

漁
網

　
探

知
、

ダ
イ

バ
ー

の
安

全
潜

水
管

理
・

監
視

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
沿

岸
や

　
海

中
に

お
け

る
安

全
救

助
、

防
災

シ
ス

テ
ム

な
ど

に
関

す
る

基
礎

的
な

　
知

識
と

技
術

海
上

で
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

、
防

災
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

知
識

や
技

術
を

習
得

さ
せ

る
。

○
○

２ ・ ３

専 ・ 水 産 ・ 航 海 ・ 計 器

海
流

や
潮

汐
の

概
要

・
潮

汐
表

に
よ

る
潮

時
、

潮
高

な
ど

に
関

す
る

算
法

な
ど

の
海

流
と

潮
汐

　
の

概
要

海
上

で
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

潮
汐

表
の

取
扱

い
や

概
要

を
理

解
さ

せ
る

。
○

○

２ ・ ３

専 ・ 水 産 ・ 漁 船 運 用

海
上

気
象

と
荒

天
運

用
、

海
難

と
応

急

・
海

上
の

気
象

と
海

象
の

観
測

、
気

団
と

前
線

、
高

気
圧

と
低

気
圧

、
日

　
本

近
海

の
気

圧
配

置
と

気
象

、
天

気
図

や
高

層
天

気
図

の
見

方
、

荒
天

 
 
準

備
、

荒
天

時
の

操
船

、
荒

天
描

泊
法

等
の

基
本

的
な

知
識

と
技

術
・

衝
突

、
乗

り
揚

げ
、

火
災

、
浸

水
等

の
防

止
対

策
と

応
急

、
舵

故
障

、
　

え
い

航
、

人
命

救
助

、
非

常
事

態
等

に
対

処
す

る
た

め
の

基
本

的
事

項

船
上

で
の

安
全

を
確

保
で
き
る
よ
う
に
、

海
上

気
象

を
予

想
す

る
能

力
や

、
操

船
の

技
術

、
応

急
処

置
等

の
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

○
○

3

専 ・ 家 庭 ・ リ ビ ン グ デ ザ イ ン

住
生

活
と

環
境

・
幼

児
や

高
齢

者
に

対
す

る
事

故
防

止
や

防
災

へ
の

配
慮

家
庭

で
の

安
全

確
保

に
つ

な
が

る
具

体
的

な
方

法
（

段
差

を
な

く
す

、
倒

れ
な

い
よ

う
に

支
え

る
等

）
を

学
び

実
践

さ
せ

る
。

安
全

性
を

考
え

る
と

き
に

配
慮

す
る

。
○

○
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３
　
高

等
学

校
（
現

行
課

程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

１ ～ ３

専 ・ 情 報 ・ 情 報 産 業 と 社 会

(
1
)
情

報
化

と
社

会

　
ア

　
情

報
化

と
社

　
　

　
会

生
活

・
情

報
化

が
社

会
生

活
に

与
え

る
影

響
情

報
を

適
切

に
収

集
す

る
こ

と
で

、
安

全
か

つ
安

心
し

て
生

活
で

き
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。

情
報

関
連

機
器

や
情

報
通

信
技

術
が

、
現

代
社

会
の

あ
ら

ゆ
る

分
野

に
普

及
し

て
い

る
実

態
を

取
り

上
げ

て
理

解
さ

せ
る

。
災

害
等

が
発

生
し

た
場

合
の

デ
ー

タ
保

護
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
に

す
れ

ば
よ

い
か

考
え

さ
せ

る

○
○

１ ～ ３

専 ・ 情 報 ・ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

(
4
)
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
　

 
の

安
全

対
策

・
地

震
や

洪
水

な
ど

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内

の
構

成
要

素
の

損
壊

・
損

　
傷

、
シ

ス
テ

ム
や

建
物

な
ど

へ
の

不
法

侵
入

や
不

正
ア

ク
セ

ス
に

よ
る

　
デ

ー
タ

の
破

壊
、

盗
難

・
自

然
災

害
や

人
為

的
過

失
な

ど
に

対
す

る
安

全
対

策
の

基
礎

的
な

内
容

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
方

法
を

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

被
害

か
ら

の
回

復
に

有
効

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

で
き

る
よ

う
に

さ
せ

る
。

具
体

的
な

事
例

を
通

し
て

理
解

さ
せ

る
。

○
○

1

専 ・ 福 祉 ・ 社 会 福 祉 基 礎

社
会

福
祉

分
野

の
現

状
と

課
題

・
高

齢
者

福
祉

の
課

題
・

障
害

者
福

祉
の

課
題

自
分

や
自

分
以

外
の

人
の

安
全

に
も

気
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

さ
せ

る
。

○
○

○
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４
　
高

等
学

校
（
新

課
程

）
＊

学
年

欄
　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

地 理 歴 史 ・ 世 界 史 Ａ

(
1
)
世

界
史

へ
の

い
　

 
ざ

な
い

　
ア

　
自

然
環

境
と

　
　

　
歴

史

・
自

然
環

境
が

人
類

の
活

動
に

与
え

る
影

響
や

、
人

類
が

自
然

環
境

に
積

極
　

的
に

働
き

か
け

た
事

象
・

自
然

環
境

と
人

類
の

活
動

の
相

互
作

用
人

類
が

自
然

の
恵

み
を

受
け

て
生

き
て

き
た

こ
と

に
気

付
か

せ
る

。
該

当
事

例
と

し
て

自
然

災
害

を
取

り
扱

う
。

歴
史

的
に

考
察

さ
せ

る
。

○

地 理 歴 史 ・ 世 界 史 Ｂ

(
1
)
世

界
史

へ
の

扉

　
ア

　
自

然
環

境
と

　
　

　
人

類
の

係
わ

　
　

　
り

・
地

形
・

気
候

・
植

生
な

ど
の

自
然

環
境

と
人

類
の

活
動

・
生

業
や

暮
ら

し
、

交
通

手
段

、
資

源
、

災
害

な
ど

の
歴

史
的

事
例

か
ら

見
　

た
、

世
界

史
学

習
に

お
け

る
地

理
的

視
点

の
重

要
性

・
自

然
環

境
と

人
類

の
係

わ
り

方

先
人

が
自

然
環

境
と

関
わ

る
う

え
で

築
い

て
き

た
知

恵
に

気
付

か
せ

る
。

自
然

の
猛

威
と

人
類

の
活

動
と

の
係

わ
り

を
取

り
扱

い
、

噴
火

、
地

震
、

洪
水

な
ど

の
突

発
的

な
自

然
の

猛
威

や
疫

病
の

流
行

の
実

態
と

、
当

時
の

人
々

の
対

処
法

や
そ

の
後

の
社

会
に

及
ぼ

し
た

影
響

な
ど

を
歴

史
的

に
考

察
さ

せ
る

。
人

類
の

生
活

形
態

や
行

動
様

式
の

変
化

と
疫

病
の

流
行

と
の

係
わ

り
に

つ
い

て
気

付
か

せ
る

。

○

地 理 歴 史 科 ・ 日 本 史 Ａ

(
3
)
現

代
の

日
本

と
　

 
世

界

　
ウ

　
現

代
か

ら
の

　
　

　
探

究

・
先

人
の

自
然

環
境

と
の

向
き

合
い

方
先

人
が

自
然

環
境

と
ど

の
よ

う
に

付
き

合
っ

て
き

た
か

を
知

り
、

そ
の

知
恵

を
現

代
に

生
か

す
方

法
を

考
え

さ
せ

る
。

災
害

遺
跡

を
取

り
扱

う
際

に
学

習
さ

せ
る

。
○

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単

元
指

導
事

項
指

導
の

視
点

そ
の

他
(留

意
点

等
)
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４
　
高
等
学
校
（
新
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

地 理 歴 史 ・ 地 理 Ｂ

(
2
)
現

代
世

界
の

系
　

 
統

地
理

的
考

察

　
ア

　
自

然
環

境

・
地

形
を

取
り

上
げ

る
場

合
の

、
主

な
平

野
や

山
脈

の
分

布
や

そ
の

要
　

因
、

地
形

と
産

業
と

の
か

か
わ

り
や

火
山

・
地

震
災

害
に

対
す

る
適

　
切

な
対

応
・

気
候

を
取

り
上

げ
る

場
合

の
、

豪
雨

、
台

風
な

ど
気

象
災

害
の

要
因

、
　

人
間

生
活

に
与

え
る

デ
メ

リ
ッ

ト
、

メ
リ

ッ
ト

自
然

環
境

は
災

害
を

も
た

ら
す

だ
け

で
な

く
、

恵
み

も
も

た
ら

す
こ

と
に

気
付

か
せ

、
う

ま
く

付
き

合
う

方
法

を
考

え
さ

せ
る

。
教

科
書

に
は

数
ペ

ー
ジ

に
渡

っ
て

記
載

さ
れ

る
。

○

公 民 ・ 現 代 社 会

(
3
)
共

に
生

き
る

社
　

 
会

を
目

指
し

て

・
個

人
と

社
会

の
関

係
、

社
会

と
社

会
の

関
係

、
現

役
世

代
と

将
来

世
代

　
の

関
係

に
着

目
さ

せ
た

課
題

設
定

自
分

と
社

会
の

関
わ

り
で

事
故

を
未

然
に

防
ぐ

こ
と

が
で

き
た

り
、

災
害

が
発

生
し

た
時

に
は

社
会

の
た

め
に

自
分

た
ち

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
る

か
と

い
う

こ
と

を
考

え
さ

せ
る

。

科
目

の
あ

ら
ゆ

る
場

面
で

、
災

害
援

助
に

関
わ

る
内

容
を

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
地

域
や

学
校

、
生

徒
の

実
態

等
に

応
じ

て
課

題
を

設
定

す
る

。
特

に
個

人
と

社
会

の
関

係
に

つ
い

て
取

り
扱

う
際

に
、

被
災

時
の

行
動

を
取

り
上

げ
る

。

○
○

○

あ
ら

ゆ
る

自
然

災
害

に
対

す
る

備
え

を
す

る
こ

と
は

困
難

な
た

め
、

対
応

を
優

先
す

る
べ

き
災

害
が

地
域

に
よ

っ
て

異
な

り
、

同
じ

よ
う

な
災

害
に

対
し

て
も

、
地

域
に

よ
っ

て
対

策
が

異
な

る
こ

と
、

例
え

ば
、

一
般

に
火

山
地

域
で

は
火

山
活

動
に

伴
う

災
害

へ
の

備
え

が
優

先
さ

れ
る

が
、

海
岸

地
域

で
は

高
潮

や
津

波
へ

の
備

え
が

優
先

さ
れ

る
こ

と
等

を
取

り
扱

う
。

ま
た

、
同

じ
く

地
震

が
発

生
し

た
場

合
に

も
平

野
の

都
市

で
は

地
震

に
伴

う
建

物
の

倒
壊

に
対

す
る

備
え

が
優

先
さ

れ
る

が
、

山
間

の
村

落
で

は
、

地
震

に
伴

う
土

砂
災

害
に

対
す

る
備

え
が

優
先

さ
れ

る
と

い
っ

た
地

域
的

な
視

点
か

ら
の

学
習

も
求

め
ら

れ
る

。

○

地 理 歴 史 ・ 地 理 Ａ

(
2
)
生

活
圏

の
諸

課
　

 
題

の
地

理
的

考
　

 
察

　
イ

　
自

然
環

境
と

　
　

　
防

災

・
日

本
で

発
生

す
る

自
然

災
害

の
典

型
的

な
事

例
を

学
習

す
る

だ
け

で
な

　
く

、
生

徒
が

居
住

し
て

い
る

地
域

の
自

然
災

害
に

つ
い

て
の

、
自

然
環

　
境

の
特

色
と

自
然

災
害

と
の

係
わ

り
・

学
習

を
通

し
て

の
防

災
意

識
の

向
上

自
分

た
ち

の
地

域
の

自
然

の
特

色
を

理
解

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
災

害
の

被
害

を
最

小
限

に
と

ど
め

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
に

気
付

か
せ

る
。
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＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

公 民 ・ 倫 理

(
3
)
現

代
と

倫
理

・
人

間
の

尊
厳

と
生

命
へ

の
畏

敬
、

自
然

や
科

学
技

術
と

人
間

と
の

係
わ

　
り

、
民

主
社

会
に

お
け

る
人

間
の

在
り

方
、

社
会

参
加

と
奉

仕
、

自
己

　
実

現
と

幸
福

な
ど

に
つ

い
て

の
、

倫
理

的
な

見
方

や
考

え
方

・
他

者
と

共
に

生
き

る
自

己
の

生
き

方
・

論
理

的
思

考
力

や
表

現
力

、
現

代
に

生
き

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

、
　

生
き

方
に

つ
い

て
の

自
覚

生
命

や
環

境
に

つ
い

て
考

え
、

よ
り

よ
く

生
き

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
考

え
さ

せ
る

。

科
目

の
あ

ら
ゆ

る
場

面
で

、
災

害
援

助
に

関
わ

る
内

容
を

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
生

命
、

環
境

、
家

族
、

地
域

社
会

、
情

報
社

会
、

文
化

と
宗

教
、

国
際

平
和

と
人

類
の

福
祉

な
ど

に
お

け
る

倫
理

的
課

題
を

自
己

の
課

題
と

つ
な

げ
て

探
究

す
る

活
動

を
通

し
て

、
深

め
さ

せ
る

。

○
○

○

公 民 ・ 政 治 経 済

(
3
)
現

代
社

会
の

諸
 
 
 
課

題

　
ア

　
現

代
日

本
の

　
　

　
政

治
や

経
済

　
　

　
の

諸
課

題

・
地

域
社

会
の

変
貌

と
災

害
へ

の
備

え
政

治
的

な
側

面
や

、
経

済
的

な
側

面
か

ら
災

害
の

発
生

に
備

え
て

お
く

こ
と

の
必

要
性

に
気

付
か

せ
る

。

科
目

の
あ

ら
ゆ

る
場

面
で

、
災

害
援

助
に

関
わ

る
内

容
を

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
○

理 科 ・ 科 学 と 人 間 生 活

地
球

の
活

動
と

歴
史

、
地

球
の

大
気

と
海

洋

・
地

域
の

自
然

景
観

、
そ

の
変

化
と

自
然

災
害

・
「

自
然

景
観

の
成

り
立

ち
」

に
つ

い
て

、
流

水
の

作
用

、
地

震
や

火
山

　
活

動
と

関
連

・
身

近
な

自
然

景
観

の
成

り
立

ち
と

自
然

災
害

に
つ

い
て

の
、

太
陽

の
放

　
射

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

作
用

や
地

球
内

部
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

変
動

自
然

景
観

の
変

化
を

科
学

的
捉

え
、

自
然

災
害

と
の

関
連

を
理

解
さ

せ
、

地
域

で
発

生
す

る
災

害
を

予
想

さ
せ

る
。

観
察

、
実

験
な

ど
を

中
心

に
取

り
扱

う
。

そ
の

際
、

自
然

景
観

が
長

い
時

間
の

中
で

変
化

し
て

で
き

た
こ

と
に

も
触

れ
る

。
「

自
然

災
害

」
に

つ
い

て
は

防
災

に
も

触
れ

る
。

○
○

理 科 ・ 物 理 基 礎

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

そ
の

利
用

・
人

類
が

利
用

可
能

な
水

力
、

化
石

燃
料

、
原

子
力

、
太

陽
光

な
ど

を
源

　
と

す
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

特
性

や
利

用
発

電
の

仕
組

み
を

扱
う

際
、

放
射

性
物

質
の

特
性

や
放

射
線

の
利

用
法

、
危

険
等

に
つ

い
て

も
触

れ
る

。

物
理

的
な

視
点

か
ら

理
解

さ
せ

る
。

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
変

換
を

中
心

に
取

扱
う

こ
と

。
「

原
子

力
」

に
つ

い
て

は
、

関
連

し
て

放
射

線
及

び
原

子
力

の
利

用
と

そ
の

安
全

性
の

問
題

に
も

触
れ

る
。

○
○

理 科 ・ 地 学 基 礎

変
動

す
る

地
球

・
プ

レ
ー

ト
の

収
縮

境
界

に
お

け
る

地
震

・
「

恩
恵

や
災

害
」
に
つ
い
て
は
、

日
本

に
見

ら
れ

る
季

節
の

気
象

現
象

、
　

地
震

や
火

山
活

動
な

ど
の

特
徴

的
な

現
象

地
震

発
生

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
科

学
的

に
と

ら
え

、
発

生
す

る
可

能
性

の
あ

る
地

震
に

備
え

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

海
底

を
震

源
と

す
る

地
震

で
あ

れ
ば

、
津

波
が

発
生

す
る

こ
と

を
予

測
で

き
る

よ
う

に
さ

せ
る

。

自
然

災
害

の
予

測
や

防
災

に
も

触
れ

る
。

○
○
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＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

理 科 ・ 地 学

地
球

の
活

動
と

歴
史

、
地

球
の

大
気

と
海

洋

・
地

震
と

地
殻

変
動

・
日

本
列

島
付

近
に

お
け

る
プ

レ
ー

ト
間

地
震

や
プ

レ
ー

ト
内

地
震

の
特

　
徴

・
人

工
衛

星
な

ど
か

ら
得

ら
れ

る
情

報
を

活
用

し
た

、
大

気
の

大
循

環

気
象

の
変

化
を

科
学

的
に

理
解

し
、

気
象

の
変

化
に

よ
っ

て
発

生
す

る
災

害
の

特
性

を
知

り
、

適
切

に
対

応
す

る
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

世
界

の
地

震
帯

の
特

徴
を

プ
レ

ー
ト

運
動

と
関

連
付

け
て

取
り

扱
う

。
気

象
災

害
に

も
触

れ
る

。

○
○

入 学 年 次 ～ そ の 次 の 年 次

保 健

現
代

社
会

と
健

康
（

健
康

の
考

え
方

、
精

神
の

健
康

、
交

通
安

全
、

応
急

手
当

）

・
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
・

個
人

の
行

動
選

択
と

そ
れ

を
支

え
る

社
会

環
境

・
ス

ト
レ

ス
の

原
因

と
心

身
へ

の
影

響
・

ス
ト

レ
ス

の
適

切
な

対
処

法
・

交
通

事
故

の
現

状
・

車
両

の
特

性
・

安
全

な
運

転
や

歩
行

な
ど

適
切

な
行

動
・

自
他

の
生

命
を

尊
重

す
る

態
度

・
交

通
環

境
の

整
備

・
安

全
な

社
会

づ
く

り
・

応
急

手
当

の
正

し
い

手
順

や
方

法
・

心
肺

蘇
生

等
の

応
急

手
当

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
考

え
方

に
基

づ
き

、
個

人
の

行
動

選
択

や
そ

れ
を

支
え

る
社

会
環

境
が

あ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
る

。
ス

ト
レ

ス
の

原
因

と
心

身
へ

の
影

響
及

び
対

処
法

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

事
故

災
害

後
に

は
ス

ト
レ

ス
に

よ
り

障
害

が
発

生
す

る
こ

と
に

も
触

れ
る

。
二

輪
車

及
び

自
動

車
を

中
心

と
し

た
交

通
事

故
の

現
状

と
事

故
の

な
い

社
会

づ
く

り
に

つ
い

て
理

解
さ

せ
る

と
と

も
に

、
自

然
災

害
な

ど
に

よ
る

傷
害

や
犯

罪
被

害
を

防
止

す
る

社
会

づ
く

り
に

つ
い

て
も

取
り

上
げ

る
。

心
肺

蘇
生

の
学

習
を

す
る

際
、

心
肺

停
止

状
態

に
お

い
て

は
、

急
速

に
回

復
の

可
能

性
が

失
わ

れ
つ

つ
あ

り
、

速
や

か
な

気
道

確
保

、
人

工
呼

吸
、

胸
骨

圧
迫

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

（
自

動
体

外
式

除
細

動
器

）
の

使
用

な
ど

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
○

○

１ ～ ３

情 報 ・ 社 会 と 情 報

(
4
)
望

ま
し

い
情

報
　

 
社

会
の

構
築

　 ア
　

社
会

に
お

け
る

　
　

情
報

シ
ス

テ
ム

・
情

報
シ

ス
テ

ム
の

種
類

、
目

的
や

特
徴

・
情

報
シ

ス
テ

ム
が

社
会

生
活

に
果

た
し

て
い

る
役

割
と

及
ぼ

し
て

い
る

　
影

響
災

害
安

全
や

生
活

安
全

、
交

通
安

全
に

関
わ

る
情

報
シ

ス
テ

ム
の

効
果

的
な

活
用

の
方

法
を

理
解

さ
せ

、
実

践
さ

せ
る

。

交
通
、
防
災
、
産
業
、
行
政

、
教

育
な

ど
の

各
分

野
で

構
築

さ
れ

て
い

る
情

報
シ

ス
テ

ム
を

取
り

上
げ

る
。

災
害

等
が

発
生

し
た

場
合

の
情

報
の

保
全

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
す

れ
ば

よ
い

か
も

考
え

さ
せ

る
。

○
○

○

１ ～ ３

情 報 ・ 情 報 の 科 学

(
4
)
情

報
技

術
の

進
　

 
展

と
情

報
モ

ラ
 
 
 
ル

　
イ

　
情

報
社

会
の

　
　

　
安

全
と

情
報

　
　

　
技

術

・
情

報
機

器
や

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
故

障
や

誤
動

作
な

ど
の

ト
ラ

　
ブ

ル
に

備
え

て
事

前
に

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

や
二

重
化

な
ど

を
行

う
こ

と
で

　
障

害
の

復
旧

を
容

易
に

す
る

フ
ォ

ー
ル

ト
ト

レ
ラ

ン
ス

の
考

え
方

・
情

報
機

器
の

軽
度

の
障

害
の

箇
所

を
特

定
す

る
た

め
に

障
害

箇
所

を
切

　
り

分
け

る
考

え
方

情
報

モ
ラ

ル
を

徹
底

さ
せ

る
と

と
も

に
、

情
報

社
会

で
の

安
全

を
確

保
す

る
方

法
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

○
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４
　
高
等
学
校
（
新
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

２ ・ ３

専 ・ 農 業 ・ 森 林 科 学

森
林

の
多

面
的

機
能

、
森

林
の

保
護

と
山

地
の

保
全

・
森

林
の

機
能

は
、

生
物

多
様

性
保

全
機

能
、

地
球

環
境

保
全

機
能

、
土

　
砂

災
害

防
止

機
能

、
土

壌
保

全
機

能
、

水
源

涵
養

機
能

、
快

適
環

境
形

　
成

機
能

、
保

健
・

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
機

能
、

文
化

機
能

、
物

質
生

産
機

　
能

に
分

類
さ

れ
る

よ
う

に
、

多
面

的
な

機
能

を
持

つ
こ

と
が

最
大

の
特

　
徴

で
あ

り
、

い
ろ

い
ろ

な
機

能
が

複
合

的
に

発
揮

さ
れ

る
こ

と
で

、
総

　
合

的
に

大
き

な
効

果
が

得
ら

れ
る

も
の

に
な

る
こ

と
・

気
象

災
害

、
生

物
災

害
や

人
為

災
害

な
ど

か
ら

森
林

を
保

護
す

る
た

め
　

に
必

要
な

知
識

と
技

術
・

森
林

の
理

水
効

果
や

国
土

保
全

機
能

及
び

治
水

と
の

関
連

・
山

腹
工

事
、

渓
流

工
事

や
地

す
べ

り
工

事
な

ど
山

地
保

全
を

図
る

土
木

　
工

事
に

関
す

る
知

識
と

技
術

災
害

の
被

害
を

最
小

限
に

と
ど

め
る

た
め

の
方

法
を

習
得

さ
せ

る
。

山
地

の
地

形
や

地
質

、
森

林
土

壌
の

特
性

、
渓

流
水

理
や

治
山

工
事

の
対

象
地

に
関

す
る

学
習

を
通

し
て

習
得

さ
せ

る
。

○

２ ・ ３

専 ・ 農 業 ・ 水 循 環

農
業

水
利

・
水

資
源

の
開

発
と

水
源

、
農

業
用

水
、

生
活

用
水

、
環

境
用

水
等

の
用

　
水

と
水

防
並

び
に

洪
水

調
節

と
堤

防
・

広
域

的
な

環
境

保
全

を
考

慮
し

た
利

水
や

治
水

に
関

す
る

知
識

と
技

術
・

利
水

と
治

水
の

意
義

や
役

割
と

自
然

環
境

と
の

調
和

の
重

要
性

環
境

保
全

と
災

害
安

全
の

観
点

か
ら

で
利

水
や

治
水

に
関

す
る

知
識

や
技

術
を

習
得

さ
せ

る
。

○
○

専 ・ 工 業 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備

防
災

設
備

、
衛

生
・

防
災

設
備

の
施

行

・
建

築
物

用
途

に
よ

る
防

火
対

象
物

と
消

防
用

設
備

の
設

置
基

準
、

各
種

　
消

火
設

備
、

警
報

設
備

、
避

難
設

備
な

ど
の

消
防

用
設

備
・

屋
内

消
火

栓
設

備
、

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
設

備
・

簡
単

な
配

管
機

器
の

設
計

・
衛

生
・

防
災

設
備

に
用

い
ら

れ
る

各
種

の
管

・
継

手
類

、
弁

類
な

ど
の

　
付

属
品

、
配

管
の

接
合

方
法

な
ど

に
関

す
る

施
工

・
消

防
法

な
ど

の
法

規
に

基
づ

く
衛

生
・

防
災

設
備

の
試

験
・

検
査

・
保

　
守

に
つ

い
て

防
災

設
備

の
機

能
を

理
解

し
適

切
に

使
用

す
る

こ
と

で
、

自
他

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

る
。

事
務

所
な

ど
の

具
体

的
な

建
築

物
を

取
り

上
げ

る
。

実
際

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
指

導
す

る
。

○
○

専 ・ 工 業 ・ 社 会 基 盤 工 学

社
会

基
盤

整
備

、
社

会
基

盤
シ

ス
テ

ム

・
自

然
災

害
の

多
い

日
本

の
国

土
の

特
徴

、
国

土
総

合
開

発
の

概
要

、
主

　
な

災
害

・
災

害
防

止
の

た
め

に
整

備
さ

れ
て

き
た

社
会

基
盤

の
現

状
・

土
木

技
術

を
活

用
し

た
電

力
や

ガ
ス

な
ど

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

整
備

・
過

去
の

災
害

と
災

害
の

予
知

・
予

測
、

防
災

に
関

わ
る

法
規

と
行

政
の

　
役

割
・

災
害

対
策

と
防

災
シ

ス
テ

ム

被
害

か
ら

回
復

す
る

た
め

の
行

政
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

、
回

復
の

た
め

に
必

要
な

こ
と

を
考

え
さ

せ
る

。

地
震

災
害

、
風

水
害

、
火

山
災

害
、

土
砂

災
害

な
ど

の
具

体
的

事
例

を
取

り
上

げ
る

。
○

○
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４
　
高
等
学
校
（
新
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

１ ～ ３

専 ・ 商 業 ・ ビ ジ ネ ス 情 報 管 理

(
1
)
ビ

ジ
ネ

ス
と

情
　

 
報

シ
ス

テ
ム

　
ウ

　
セ

キ
ュ

リ
　

　
　

テ
ィ

管
理

の
　

　
　

必
要

性
と

方
　

　
　

法

・
災

害
や

外
部

か
ら

の
侵

入
な

ど
か

ら
情

報
シ

ス
テ

ム
の

関
連

設
備

を
守

　
る

対
策

災
害

発
生

時
に

お
け

る
情

報
機

器
の

有
効

性
と

そ
の

活
用

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
。

○
○

１ ～ ３

専 ・ 水 産 ・ 海 洋 情 報 技 術

水
産

や
海

洋
に

お
け

る
情

報
の

応
用

・
船

舶
識

別
な

ど
の

船
舶

通
信

機
能

統
合

シ
ス

テ
ム

や
船

外
通

信
と

船
内

　
通

信
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
、

小
型

船
位

置
測

定
シ

ス
テ

ム
、

漁
具

漁
網

　
探

知
、

ダ
イ

バ
ー

の
安

全
潜

水
管

理
・

監
視

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
沿

岸
や

　
海

中
に

お
け

る
安

全
救

助
、

防
災

シ
ス

テ
ム

な
ど

に
関

す
る

基
礎

的
な

　
知

識
と

技
術

海
上

で
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

、
防

災
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

知
識

や
技

術
を

習
得

さ
せ

る
。

○
○

２ ・ ３

専 ・ 水 産 ・ 航 海 ・ 計 器

海
流

や
潮

汐
の

概
要

・
海

流
と

潮
汐

の
概

要
海

上
で

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
潮

汐
表

の
取

扱
い

や
概

要
を

理
解

さ
せ

る
。

潮
汐

表
に

よ
る

潮
時

、
潮

高
な

ど
に

関
す

る
算

法
な

ど
に

つ
い

て
取

り
扱

う
。

○
○

２ ・ ３

専 ・ 水 産 ・ 船 舶 運 用

海
上

気
象

と
荒

天
運

用
、

海
難

と
応

急

・
海

上
の

気
象

と
海

象
の

観
測

、
気

団
と

前
線

、
高

気
圧

と
低

気
圧

、
日

　
本

近
海

の
気

　
圧

配
置

と
気

象
、

天
気

図
や

高
層

天
気

図
の

見
方

、
荒

　
天

準
備

、
荒

天
時

の
操

船
、

荒
天

描
泊

法
等

の
基

本
的

な
知

識
と

技
術

・
衝

突
、

乗
り

揚
げ

、
火

災
、

浸
水

等
の

防
止

対
策

と
応

急
、

舵
故

障
、

　
え

い
航

、
人

命
　

救
助

、
非

常
事

態
等

に
対

処
す

る
た

め
の

基
本

的
事

　
項

船
上

で
の

安
全

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
、

海
上

気
象

を
予

想
す

る
能

力
や

、
操

船
の

技
術

、
応

急
処

置
等

の
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
。

○
○
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４
　
高
等
学
校
（
新
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

3

専 ・ 家 庭 ・ リ ビ ン グ デ ザ イ ン

住
空

間
の

構
造

と
材

料
・

住
空

間
の

環
境

と
整

備

・
安

全
な

住
生

活
を

営
む

た
め

に
必

要
な

住
空

間
の

構
造

・
安

全
性

な
ど

を
取

り
上

げ
た

健
康

で
安

全
で

あ
る

た
め

の
住

ま
い

の
条

　
件

家
庭

内
で

の
事

故
を

未
然

に
防

ぐ
た

め
の

方
法

や
防

犯
対

策
、

災
害

発
生

時
の

家
庭

内
で

の
安

全
確

保
策

（
耐

震
や

家
具

が
倒

れ
る

の
を

防
ぐ

た
め

の
工

夫
）

を
理

解
し

実
践

さ
せ

る
。

た
だ

し
、

そ
れ

で
安

心
す

る
こ

と
が

な
い
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
に
す
る
。

非
常

時
持

ち
出

し
袋

に
つ

い
て

も
取

り
扱

う
。

耐
震

構
造

に
つ

い
て

も
理

解
し

、
地

震
発

生
で

考
え

ら
れ

る
、

自
宅

の
被

害
を

予
測

し
、

改
善

、
あ

る
い

は
避

難
に

役
立

て
る

よ
う

に
す

る
。

安
全

性
に
つ
い
て
は

、
特

に
、

幼
児

や
高

齢
者

に
対

す
る

事
故

防
止

や
防

災
へ

の
配

慮
を

取
り

扱
う

。

○
○

１ ～ ３

専 ・ 情 報 ・ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

(
4
)
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 
 
 
の

安
全

対
策

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
な

ど
へ

の
不

法
侵

入
や

不
正

ア
ク

セ
ス

、
地

　
震

や
洪

水
な

ど
に

よ
る

構
成

要
素

の
損

壊
・

損
傷

に
よ

る
デ

ー
タ

の
破

　
壊

、
盗

難
、

漏
洩

な
ど

を
取

り
上

げ
、

人
為

的
過

失
や

自
然

災
害

な
ど

　
に

対
す

る
安

全
対

策

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

を
利

用
す

る
こ

と
で

、
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
方

法
を

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

被
害

か
ら

の
回

復
に

有
効

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
を

活
用

で
き

る
よ

う
に

さ
せ

る
。

○
○

２ あ る い は ３

専 ・ 福 祉 ・ 生 活 支 援 技 術

緊
急

時
の

介
護

・
緊

急
時

に
お

け
る

介
護

の
意

義
や

目
的

・
日

常
生

活
に

お
け

る
危

険
の

予
防

、
緊

急
時

の
連

絡
方

法
や

緊
急

通
報

　
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

と
技

術
・

災
害

時
に

お
け

る
介

護
の

意
義

や
目

的
・

災
害

の
種

類
や

被
災

者
の

身
体

的
状

況
及

び
心

理
状

態
の

把
握

、
他

科
　

の
職

種
と

の
連

携
に

つ
い

て
取

り
上

げ
、

災
害

時
の

情
報

伝
達

や
安

全
　

確
保

な
ど

災
害

発
生

時
、

介
助

や
介

護
が

必
要

な
人

に
対

し
て

自
分

に
で

き
る

こ
と

を
考

え
、

避
難

や
、

被
害

か
ら

の
回

復
に
係
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

○
○
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４
　
高
等
学
校
（
新
課
程
）

＊
学

年
欄

　
空

欄
は

特
に
学

年
を
定

め
な
い
も
の

と
す
る

生
交

災

安
全

領
域

学 年

教 科 等
単
元

指
導
事
項

指
導
の
視
点

そ
の
他
(留

意
点
等
)

１ ～ ３

専 ・ 福 祉 ・ こ こ ろ と か ら だ の 理 解

緊
急

時
に

関
す

る
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
し

く
み

・
緊

急
時

の
対

象
と

な
る

人
へ

の
適

切
な

対
応

・
救

急
時

や
災

害
時

に
お

け
る

被
災

者
及

び
救

援
者

自
身

の
心

身
の

状
　

態
、

心
的

外
傷

後
ス

ト
レ

ス
障

害
（

Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ

）
や

ス
ト

レ
ス

、
心

　
の

ケ
ア

被
害

に
よ

る
心

的
な

影
響

を
理

解
さ

せ
、

不
安

を
和

ら
げ

た
り

、
回

復
の

支
援

を
し

た
り

す
る

一
助

を
担

え
る

よ
う

に
さ

せ
る

。
具

体
的

な
事

例
を

通
し

て
適

切
な

対
応

を
取

り
扱

う
。

○
○
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Ⅱ　特別活動等における安全指導

１　災害安全

(1) 幼稚園

災害等 目    標

地　震
地震時及び津波発生時の
避難の仕方を知る。

気象災害

暴風雨・洪水、豪雪・雪
崩、落雷等の災害発生時
の危険を知り、安全な行
動ができるようにする。

火   災
火災時の避難の仕方を知
る。

原子力
災　害

原子力災害が発生した際
の安全な避難の方法を知
る。

(2) 小学校低学年（１・２年生）

災害等 目    標

地　震
地震の際の危険や、避難
の方法を知る。

気象災害
気象災害に応じた安全な
登下校ができるようにす
る。

火   災
火災発生時の危険につい
て理解し、安全な行動が
できるようにする。

原子力
災　害

放射線の存在について理
解する。

避難所
の役割
と安全

避難所での安全な生活や
自分たちの役割、避難所
の役割を理解する。

指　　導　　事　　項

・地震の時に発生する様々な危険に応じた避難の仕方（落下物・
　家具等の破壊等）
・津波警報と避難の仕方
【留意点】
・正しい情報の入手（落下物・家屋等の倒壊・陥没・地割れ、山
　崩れ・液状化現象等）と状況に応じた安全な避難経路と場所を
　確認し、幼児に明確に指示が出せるようにしておく。

・暴風雨、洪水時の怖さと安全な行動
　　看板等の落下物
　　電線の切断や倒木等
・豪雪時の安全
　　屋根からの落雪
　　地吹雪時の怖さ
・戸外にいるときの落雷の怖さ
・落雷に遭わないための安全な行動
【留意点】
・登降園時に気付いた危険な場所や状況を連絡し合い、回避でき
　るようにする。

指　　導　　事　　項

・煙の怖さ
・安全を確保する行動
・避難経路、避難場所など様々な場面に応じた避難の仕方
【留意点】
・煙体験を含む具体的な場面を通して指導する。

・放射線に汚染された場合の避難行動の仕方
【留意点】
・教職員は原子力災害について必要な知識を事前に学び、正しい
　情報の入手と避難場所の確認をする。

・地震のときの危険
・安全な避難場所と避難の仕方
・津波による危険

・風水害、豪雪のときの安全な登下校の仕方
・登下校中の落雷による危険

・火のまわり方と煙の危険及び行動の仕方
・避難の仕方と方法

・身に見えない危険
・安全な避難の仕方
・放射線の存在

・避難場所での安全な生活（低）
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(3) 小学校中学年（３・４年生）

災害等 目    標

地　震
地震が発生した際に自分
で判断して行動できるよ
うにする。

気象災害 気象災害の危険を知る。

火   災
火災の原因を知り、未然
に防ぐための安全な行動
を理解する。

原子力
災　害

自然に存在する放射線や
放射線の利用の仕方を理
解する。

避難所
の役割
と安全

地震が発生した際に自分
で判断して行動ができる
ようにする。

(4) 小学校高学年（５・６年生）

災害等 目    標

地　震

地震が発生した時に被害
を最小限にとどめるため
の防災ができるようにす
る。

気象災害
気象災害の危険を知り、
安全な行動ができるよう
にする。

火   災
火災発生時に慌てること
なく、適切な行動ができ
るようにする。

原子力
災　害

放射線による事故の危険
について理解し、適切に
行動ができるようにす
る。

避難所
の役割
と安全

地震が発生した際に自分
で判断して行動ができる
ようにする。

指　　導　　事　　項

指　　導　　事　　項

・地震情報に基づいた判断と安全な行動
・安全な避難場所の確認
・津波情報の収集の仕方

・風水害、豪雪・雪崩のときの危険
・雷からの身の守り方

・火災の原因と危険
・火災情報に基づいた判断と安全な行動
・避難場所の確認

・身近にある放射線
・避難経路や避難場所の確認
・放射線の使われ方

・災害発生時の避難所の役割（中）

・地震のときの危険に対する心構え
・様々な場面に応じた避難の仕方（天候、災害規模、津波の恐れ
　等）

・風水害、豪雪・雪崩のときの安全な行動の仕方
・落雷に遭わない行動の仕方

・火災が発生した時の心構え
・安全な行動の要素
・様々な場面に応じた避難の仕方

・放射線による身体への影響と健康被害
・正しい情報の入手の仕方
・放射線の安全対策への理解

・避難所の生活と自分の役割（高）
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(5) 中学校

災害等 目    標

地　震
地震発生時の危険を知
り、安全に行動すること
ができる。

気象災害

気象条件によって発生し
うる危険について理解
し、安全に行動をするこ
とができる。

火   災
火災の際、自分たちで避
難することができる。

原子力
災　害

原子力災害と放射線の影
響について正しく理解
し、安全に行動をするこ
とができる。

避難所
の役割
と安全

災害発生時における避難
所の役割と生活を理解
し、主体的に自分たちの
役割について考えること
ができる。

・災害発生時の避難所の意義と役割
・避難所での生活
・自主的な組織活動の必要性と相互扶助
・ボランティア活動への参加

指　　導　　事　　項

・地震発生のメカニズム
・地震のときに発生する様々な危険
　　家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、液状化、陥没、落下物
・正しい情報の入手
・緊急地震速報への対応
・パニック防止と安全な行動
・地震災害への家庭での備え
・地震に応じた避難経路と避難場所の確認
・津波による危険
・津波警報と避難の仕方

・風水害のときの危険
　　落下物、電線の切断や倒木、増水による河川の変化、土砂崩
　　れ、河川の崩壊や橋の流出
・風水害情報と避難の仕方
・屋根からの落雪や地吹雪等の危険
・落雷しやすい気象条件
・落雷による校庭・プール等校舎外での危険
・落雷に遭わない安全な行動

・火災の原因と危険
・火災に対する心構え
・有害な煙に対する行動の仕方
・火災の特性
・救助器具の使い方と初期消火の仕方
・避難経路、避難場所の確認と様々な場面に応じた避難の仕方

・身近にある放射線
・目には見えない危険と身体への影響と健康被害の内容と防止
・放射線事故に応じた避難の仕方
・避難経路と避難場所の確認
・放射線による原子力災害と安全対策
・モニター制度の仕組みとその係わり
・情報収集の仕方
・防災訓練への参加
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(6) 高等学校

災害等 目    標

地　震
地震発生時の危険を知
り、安全に行動すること
ができる。

気象災害

気象条件によって発生し
うる危険について理解
し、安全に行動をするこ
とができる。

火   災

火災の発生時、避難する
だけでなく、被害を最小
限にとどめるための行動
をすることができる。

原子力
災　害

放射線による事故の危険
について理解し、安全に
行動をすることができ
る。

避難所
の役割
と安全

災害発生時における避難
所の役割と生活を理解
し、積極的に運営等に係
わることができる。

指　　導　　事　　項

・地震発生のメカニズム
・地震のときに発生する様々な危険
　　家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、液状化、陥没、落下物
・正しい情報の入手
・緊急地震速報への対応
・パニック防止と安全な行動
・地震災害への家庭での備え
・地震に応じた避難経路と避難場所の確認
・津波による危険
・津波警報と避難の仕方

・風水害のときの危険
　  家屋への浸水、家屋の倒壊、高潮、河川の氾濫、土石流、
　　がけ崩れ
・風水害情報と避難と避難誘導の仕方
・屋根からの落雪や地吹雪等の危険
・落雷しやすい気象条件
・落雷による屋内外での危険

・正しい情報の入手
・避難経路打と安全な避難と避難誘導の仕方
・放射線による原子力災害に係る防災対策
・放射線による健康被害防止対策
・防災訓練への積極的参加

・避難所生活と相互扶助
・自主組織の活動への積極的参加
・ボランティア活動への積極的参加
・災害安全に関する学校行事の意義の理解
・防災避難訓練等行事への参加の仕方

・火災の原因と危険
・危険物の取扱い
・火災に対する心構え
・有害な煙に対する行動の仕方
・火災の特性
・パニックの防止と安全な行動
・初期消火の方法
・避難経路、避難場所の確認と様々な場面に応じた避難の仕方
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２　生活安全

(1) 幼稚園

目    標

生活安全

園舎・園庭で安心して生
活をするために必要な約
束が分かり、守る。
遊具や道具の使い方が分
かり、安全に気を付けて
使う。

生活安全
（防犯）

事件や事故が発生した時
に自分の身を守る適切な
行動が分かる。
不審者の侵入時の避難の
仕方や対応の仕方を知
る。

目    標

生活安全

学校及び家庭、地域での
決まりを守ることの大切
さを知る。
けがをしないような道具
の使い方や行動の仕方を
知る。

生活安全
（防犯）

地域・社会で起こる犯罪
や危険について理解し、
犯罪に巻き込まれないよ
うに行動することができ
る。

・正しい服装の選び方
・廊下・階段歩行等学校生活の中での安全な決まり
・清掃用具の安全な使用の仕方
・給食の安全な運搬の仕方
・家や家の周囲で安全な行動の仕方

・安全な避難の仕方
・誘拐に遭わないための行動
・遊び場やその行き帰りでの安全
・安全を守ってくれる人々や犯罪防止のため活動する人々

(2) 小学校低学年（１・２年生）

指　　導　　事　　項

・自由に行動できる場所、教職員と一緒に使用する場所などの約
　束
・危険な場所、危険な遊びについての意識化
・危険な状態（場所、環境、行動等）に気付いた場合の教職員等
　への連絡方法
・園庭の固定遊具の安全な遊び方
・遊びに必要な道具や材料（はさみ、鉛筆等）の安全な使い方や
　扱い方、片付け方
【留意点】
・危険な行動を見かけたら教職員間の連絡を取り、指導を徹底す
　る。
・幼児の発達に合わせた道具の選択・設定を工夫する。
・遊具、道具の使用前と使用後の安全点検を行う。

・大人（教職員・保護者等）への通報
・応急処置の必要性
・基本的な行動
　　知らない人についていかない
　　大人に知らせる
　　（い・か・の・お・す・し）
・不審者侵入の合図を知り、教師から離れない
・自分の身を守る適切な行動
　　一人で遠くへ行かない
・事件や事故に遭遇した時の適切な行動（助けを求める）
【留意点】
・視聴覚教材、劇的な動きでわかりやすく示す。
・必要以上に恐怖心を抱かせないようにして理解を図る。
・家庭との連絡体制を日常から整え、常に点検しておく。

指　　導　　事　　項
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(3) 小学校中学年（３・４年生）

目    標

生活安全
学校及び家庭、地域で安
全に行動をすることがで
きる。

生活安全
（防犯）

地域・社会で起こる犯罪
や危険について理解し、
自分たちにできることを
考えて行動することがで
きる。

目    標

生活安全

学校及び家庭、地域での
決まりを守ることの大切
さを知る。
けがをしないような道具
の使い方や行動の仕方を
知る。

生活安全
（防犯）

地域・社会で起こる犯罪
や危険について理解し、
犯罪に巻き込まれないよ
うに行動することができ
る。

・正しい服装の選び方
・廊下・階段歩行等学校生活の中での安全な決まり
・清掃用具の安全な使用の仕方
・給食の安全な運搬の仕方
・家や家の周囲で安全な行動の仕方

・安全な避難の仕方
・誘拐に遭わないための行動
・遊び場やその行き帰りでの安全
・安全を守ってくれる人々や犯罪防止のため活動する人々

(4) 小学校高学年（５・６年生）

指　　導　　事　　項

・正しい服装の選び方
・休憩時間中の安全な行動の仕方
・安全な清掃作業の仕方
・熱いものの配膳の仕方
・家や家の周囲で起こる事故、犯罪被害と安全な行動の仕方

・安全な避難の仕方と教職員への通報
・けが人の通報の仕方と簡単な応急手当の仕方
・誘拐の起こりやすい場所と時間帯
・安全を守ってくれる機関や団体の仕組み

指　　導　　事　　項
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(5) 中学校

目    標

生活安全
学校、家庭内で発生する
事故の原因を知り、防止
できるようにする。

生活安全
（防犯）

学校内で事件が発生した
際、適切に行動できるよ
うにする。
犯罪に巻き込まれないた
めに行動できるようにす
る。

目    標

生活安全
学校、家庭内で発生する
事故の原因を知り、防止
できるようにする。

生活安全
（防犯）

地域の防犯に目を向け、
自分たちも安全な街作り
に係わることの必要性を
理解する。

・様々な場面に応じた避難の仕方と教職員への通報
・けが人の介助の仕方と通報の仕方
・止血法、心肺蘇生法等の応急手当の方法と実際
・地域の犯罪被害の現状と安全な行動
・犯罪被害の防止活動や対策と安全な行動
・地域・社会生活の安全における自分たちの責任と役割

指　　導　　事　　項

(6) 高等学校

指　　導　　事　　項

・服装や持ち物等に関わって起こる事故とその防止
・不安定な健康状態に関わって起こる事故とその防止
・学校施設での事故とその原因
・施設設備の安全な利用及び点検・設備
・始業前等休憩時間中に廊下・階段・窓等で起こる事故とその原
　因
・始業前や放課後等休憩時間中の校舎内外での安全な行動の仕方
・電気、ガス、灯油等家庭内の危険物の種類とその取扱い
・家庭内の安全点検

・様々な場面に応じた避難の仕方と教職員への通報
・けが人の介助の仕方と通報の仕方
・止血法、心肺蘇生法等の応急手当の方法と実際
・誘拐等犯罪が起こりやすい時間帯・場所・手口
・被害に遭った場合の通報等の適切な行動
・被害に遭わない日頃からの心構え

・服装や持ち物等に関わって起こる事故とその防止
・不安定な健康状態に関わって起こる事故とその防止
・学校施設での事故とその原因
・施設設備の安全な利用及び点検・設備
・始業前等休憩時間中に廊下・階段・窓等で起こる事故とその原
　因
・始業前や放課後等休憩時間中の校舎内外での安全な行動の仕方
・電気、ガス、灯油等家庭内の危険物の種類とその取扱い
・家庭内の安全点検
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３　交通安全

(1) 幼稚園

目    標

交通安全

道路での安全な歩行を身
に付け、交通ルールを理
解する。
雨や雪の日等の安全な歩
行の仕方が分かり、身に
付ける。

交通安全
（自転車）

自動車に乗車するときの
安全な行動の仕方が分か
り、行動する。
自転車を利用するときの
約束がわかり行動する。

目    標

交通安全
道路の利用のきまりや、
危険について理解する。

交通安全
（自転車）

自転車乗車の際の基本的
なきまりを理解し、安全
な行動ができるようにす
る。

・道路の構造や利用のきまり、安全な歩行の仕方
・道路を横断するときに手を挙げる等の運転者への合図の仕方
・雨や雪の日の安全な歩行の仕方
・白杖や点字ブロック等の意味
・自動車の死角と内輪差
・シートベルトの着用
・夕方や夜間の運転者からの見え方と安全な行動の仕方
・交通安全に関わる人々と施設の利用の仕方

・身体に合った自転車と安全な練習場所及びヘルメットの着用
・自転車に乗ってよい場所
・自転車乗車中に起こりやすい事故
・自転車の日常点検と手入れ
・自転車に関係する規則
・正しい駐輪の仕方

(2) 小学校低学年（１・２年生）

指　　導　　事　　項

・道路を歩く時の基本的な心構え道路の端・右側を歩く　等
・交通事故の原因となる危険な行動
　　飛び出し、路上での遊び　等
・雨の日の歩き方や雨具の安全な使い方
・降雪や道路の凍結、強風時の安全な歩き方
・運転操作の支障となる行動と安全な態度
・チャイルドシートの着用
・後部座席に乗車する場合の安全に関する約束
【留意点】
・具体的な方法について視聴覚教材等を利用して指導の徹底を図る。
・交通安全に係る保護者の認識や行動がモデルになることを知ら
  せ、保護者対象の交通安全教室等も開催する。

・一人で自転車に乗る時の約束
　　決められた場所で乗る
　　保護者の付き添い
　　ヘルメットの着用　　等
・補助いすの安全な乗り方
・補助いすの安全な乗り降りの仕方
【留意点】
・基本的な約束を保護者とともに確認する。
・自転車の安全な走行は保護者がモデルとなることを知らせる。

指　　導　　事　　項
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(3) 小学校中学年（３・４年生）

目    標

交通安全

自分のことだけでなく、
自動車の特性や周りの
人々の動きによって危険
が発生することを理解す
る。

交通安全
（自転車）

自転車乗車の際の危険に
ついて理解し、事故を防
止するために安全な行動
をすることができる。

目    標

交通安全

気象の違いによる自動車
の特性を理解し、安全な
行動ができるようにす
る。
安全な交通社会を築くた
めの自分の役割について
理解する。

交通安全
（自転車）

自分の自転車走行の仕方
が原因で事故が起こるこ
とがあることを知り、安
全に乗車することができ
る。

・交差点で左折・右折してくる車の危険と安全な通行の仕方
・薄暮や夜間の安全な歩行の仕方（明るい服装や反射材の効果）
・幼児、高齢者、障害のある人たちの安全な通行のための保護の仕
　方
・自動車の速度と停止距離
・雨や雪の制動距離の違いと安全な行動の仕方
・交通安全に関する機関や団体の仕組みと施設の利用の仕方
・地域の交通安全活動の理解と参加
・地域の交通安全と小学生の責任と役割

・歩行者及び他の車両に対する事故、ヘルメットの効果と着用
・交差点の通行の仕方と雨天や夜間の安全な走行の仕方
・加害事故の責任と補償
・集団走行の危険と安全な走行の仕方
・定期的・乗車前の点検の仕方
・自転車に関係する基本的な交通法規
・歩行者の安全と正しい駐輪の仕方

(4) 小学校高学年（５・６年生）

指　　導　　事　　項

・道路の通行区分の意味と安全な歩行及び飛び出しの危険性
・信号を守ることの意味と交差点の安全な横断の仕方
・道路の凍結、強風時の安全な行動の仕方
・幼児、高齢者、障害のある人たちの交通場面における行動の特性
・自動車の種類による死角と内輪差
・シートベルトの着用とその効果
・悪天候や夜間での車両の動きの特徴と安全な行動の仕方
・交通安全に関する機関や団体の仕組みと施設の利用の仕方
・交通事故が起きた時の通報の仕方

・自転車の正しい乗り方と乗ってはいけない場合及びヘルメットの
　着用
・自転車の通る所と安全な走行の仕方
・加害事故および自損事故の状況・原因と事故防止
・並進・不適切な車間距離の危険性
・自転車の各部の名称と働き及び点検と手入れ
・自転車に関係のある道路標識と道路標示

指　　導　　事　　項
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(5) 中学校

目    標 指　　導　　事　　項

・道路施設とその役割の理解
・信号の意味や標識・表示の種類と意味の理解
・通学路やスクールゾーン設置の意味
・道路条件や交通環境の変化に応じた安全な通学の仕方
・交差点を横断するときの危機の予測と安全確認の仕方
・歩行者の心理とその理解
・雨、降雪、道路の凍結、強風等の交通の危険と安全な歩行の
　仕方
・踏切等の安全確認と非常ボタンの取扱い
・白杖や点字ブロック等の理解
・幼児、児童、高齢者や障害のある人たちの行動の特性の理解
　と保護及び介助
・自動車の速度と停止距離および前照灯の照射距離
・原動機付き自転車や自動二輪車、自動車の事故の特徴
・交通事故が発生した場合のシートベルト着用による被害軽減
　効果

・中学生に多い自転車事故の特徴
・自転車の安全な利用の仕方（選び方等基本的な事項）
・自転車専用道路、車道、歩道通行可等の通行区分
・加害事故の責任と補償制度
・単独走行の場合と集団走行の場合の危険の違い
・自転車に関する基本的な交通法規の理解
・自転車に関する道路標識と道路標示等道路交通法に定められ
　ている関係事項の理解
・違法駐輪・迷惑駐輪の現状と問題点
・秩序ある駐輪と施錠、防犯登録等の必要性と放置、盗難等の
　防止

危険を回避するための行
動を理解することができ
る。

交通安全

交通安全
（自転車）

自転車に関する規則を知
り、安全に行動すること
ができる。
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目    標 指　　導　　事　　項

・道路施設とその役割の理解
・標識・標示の種類と意味の理解
・通学時の事故の現状の理解と安全な行動
・通学方法に応じた安全な行動の仕方
・交差点の危険性の理解と安全な行動の仕方
・横断中の事故の現状とその原因の理解と安全な行動
・歩行者の心理とその理解
・気象や環境の変化によって発生する事故の現状の理解と安全
　な行動
・鉄道（踏切や駅ホーム等）での事故の現状と原因の理解と安
　全な行動や非常ボタンの取扱い
・白杖や点字ブロック等の理解
・幼児、児童、高齢者や障害のある人たちの行動の特性の
　理解と保護及び介助
・自動車の速度と停止距離および前照灯の照射距離
・二輪車と自動車の事故の現状とその原因
・二輪車と自動車の特性と運転者の条件
・交通事故が発生した場合の被害軽減効果（ヘルメット、シー
　トベルト、エアバック）と正しい着用の仕方
・運転免許制度と安全な通行
・運転者の義務・責任と補償

(5) 高等学校

交通安全
（自転車）

自転車に関する規則を知
り、安全に行動すること
ができる。

交通安全

二輪車、自動車の特性に
ついて理解し、道路の安
全な歩行や安全な走行が
できるようにする。
将来、二輪車や自動車の
運転者となることを見据
え、運転者の社会的責任
と、安全な運転者として
の行動について理解す
る。

・自転車事故の現状とその原因の理解と安全な行動
・自転車の安全な利用の仕方（乗ってはならない場合等）
・歩行者保護の立場に立った安全な走行の仕方
・自転車通行区分や合図の仕方
・自転車利用者としての義務と責任の理解と安全な走行
・事故の責任と補償制度
・自転車の用途に合った選び方
・自転車の関係法規の理解
・違法駐輪・迷惑駐輪の現状と問題点
・秩序ある駐輪と施錠、防犯登録等の必要性と放置、盗難の防
　止

理解
と保護及び介助
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■校内放送、ハンドマイク等、使用可能な連
絡用器材で避難を指示する。その際、危険箇
所がわかれば伝える。 
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・それぞれの項目で示した内容について各学校での取組を見直す際に使用してください。

・すべての欄を網羅することが主目的ではなく、自校に必要な取組に見落としがないかチェックしていただ

　くものです。

・チェックは１度だけで済ませるのではなく、学期ごとなど定期的に行うことが有効です。

「学校安全における防災に関する取組の見直しについて」（平成23年６月　京都府教育委員会）掲載

　二次避難場所への避難経路 複数の経路の設定

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

設定している

視点：発生の時間帯

教員の指導のもと活動している状況授業中

児童生徒等が教室を含む学校敷地内に分散し、教職員が近くにいない状態

チェックシート １　多様な想定に基づく避難訓練の検討と実施

地震（津波）

原子力災害 屋内退避、指定避難場所への移動訓練

学校が直接被害に遭った状況の訓練

警報等発令時の下校に関する訓練

火災

視点：災害の種類

設定している

設定している

沿岸地域は津波も含む
災害レベルごとによる避難方法の検討

視点：避難場所の設定

校外活動時 教員の引率のもと、学校を離れて活動している状況

登下校時 教職員が速やかに児童生徒等を保護、指導できない状態

学校内での避難

甚大なレベル

視点：災害の規模
広域的に被災し、交通機関、通信機器が不通
緊急な救援等が困難な状態

設定している

設定している

警戒レベル

重大なレベル 被害は発生しているが、ある程度の緊急な救援等は求められる状態

被害発生には至っていないが、これから被害が予想される状態

設定している

混乱が生じないように児童生徒等にも周知

休み時間

注意レベル 積雪、強風、雷雨などで行動に注意が必要な状態

風水（雪）害

児童生徒等が学校敷地内外に分散し、教職員が近くにいない状態

被災状況に応じた校内の避難場所

　学校外(二次避難場所)への避難 災害の種類に応じて設定

　学校内の避難経路

校内で火災発生の危険性が高い場所を適宜想定しての訓練
火災の規模も考慮

Ⅵ　防災に関する取組の見直しのためのチェックシート

放課後 設定している
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目標とする時間等を設定しているか

指示伝達手段は使用できる状態で整備されているか

情報収集機器は整備されているか

避難設備（救助袋、避難ばしご等）に不備はないか

教職員は役割分担に沿って行動できていたか

不明児童生徒等・教職員の救助体制は確立されているか

負傷者の救護体制は確立されているか

同系統の役割を配置してるか。

役割を熟知し、円滑に行動できるか。

不在教職員がいる場合等のカバー体制がとれているか。

チェックシート　 ４　対応チームの編成

関係機関・団体との合同訓練

全校集会等の児童生徒等が集合するときを利用した訓練

電話連絡、電話連絡網、電子メールの一斉配信などの訓練

　設備、器材等の点検

チェックシート

視点：危機管理マニュアルにおける対応チームの編成

明確な役割分担

同系統の役割
への配置（固定化）

教職員の熟知

配置している

不備はない

児童生徒等を含めた机上演習

設定している

視点：訓練の工夫

分担が錯綜することなく、明確になっているか。

整備されている

　体制の円滑な運用

役割のカバー体制

設定している

設定している

機能している

設定している

設定している

設定している

設定している

３　訓練後の検証

　机上訓練

設定している

緊急時の放送機器は正常に機能しているか

確立されている

体制がとれている

行動できた

整備されている

確立されている

行動できる

人数確認の正確性・迅速性等の目標を設定しているか

教職員による机上演習

予告なしで実施し、対応を検証する訓練

設定している

２　訓練方法の工夫

　通常訓練

　集合・点呼訓練

　避難の迅速性

　緊急訓練

明確である

チェックシート

　人数確認の方法と迅速性

視点：訓練実施後の検証（自校の評価項目の設定）

　関係諸機関・家庭への
　緊急連絡訓練

一般的な訓練

 　地域の関係機関・消防署・自主防
   災組織等と連携した訓練
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担任不在学級が一目でわかる工夫をしている

本部の指示内容が一覧にしてある

フロー図を作成しているか

掲示・携帯しているか

机など身を隠す場所がない場合の注意　重量のあるピアノの危険性の注意

ベッドで休養している場合の注意

本棚の転倒、本の落下への注意

窓ガラスからの安全な距離の保持　　上階からの落下物の回避

遊具等の転倒に対する注意

落下物や窓ガラスに対する注意

出口の確保に対する注意

掲示・携帯している

使用可能である

されている

できる

作成している

している

している

している

とれている

毎年確認しているか

発生事案や状況別に下校体制を構築し、保護者と共通理解がとれているか

通常の通信機器が機能をしていない場合の連絡体制を複数確立しているか

指導している

指導している

指導している

教室

　行動のフロー図

学校待機が長引いた時の備蓄品を準備しているか

机の下への避難の際の注意（机の脚の対角線を保持） 指導している

　避難方法の共通理解

保健室

教職員自身が役割を理解し、即応できる

　教職員の対処行動

緊急放送設備の使用が可能である（定期的に点検しているか）

危険等の情報・状況の共有の方法が確立されているか

チェックシート　

してある

指導している

５　危険等発生時の対処行動

指導している

指導している

している

指導している

理科室・家庭科室

　図書室

音楽室

薬品・調理器具・火の取扱いの注意　机など身を隠す場所がない場
合の注意

　〈参考〉必要とされるもの
　　飲料水、非常食、生活用品(使い捨て食器等)、衛生用品（ウエットティッシュ、トイレットペーパー、マスク、簡易トイレ等）
　　保温器材（毛布、使い捨てカイロ、新聞紙等）、その他（ブルーシート等）
　　※学校が避難場所となることも含め、当該市町村防災機関と調整して備蓄

廊下・階段

備蓄品

トイレ

体育館

指導している

視点：在校中の避難

下校判断

視点：被災場所別の避難方法の指導

保護者への連絡

運動場

視点：危険等発生直後
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登下校時の避難方法を指導しているか
（自宅・学校・地域の避難場所への避難の選択　等）

している
在宅時の避難方法を指導（避難場所の確認、家族との連絡方法等）
しているか

している

　勤務時間外の対応
学校（避難場所）への未到着教職員の状況確認と在校教職員による
対応チーム編成ができる体制を確立しているか

定期的に地域の避難場所を確認しているか

　教職員の地域分担 児童生徒等の安全確認のための地域分担を設定しているか

　安全指導

している

している

　被害発生後の連絡体制

している

　安全確認の方法 児童生徒等の安全確認の方法・体制を多重に確立しているか

視点：児童生徒等への指導

チェックシート　

している

通常の通信機器が機能しない場合、他の複数の連絡体制を確立し
ているか

視点：教職員の対応
教職員の自宅から学校（避難場所）への距離等を考慮した集合体制
を確立しているか

視点：保護者等との連絡

できている

している

している

している

　避難場等の設置

　安全確認の方法 安全確認の方法を複数設定し、保護者に周知できているか

学校が避難場所になった際の対応をしているか

６　登下校時、在宅時に発生する災害における対応
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 コンピュータが使用可能なら、表計算ソフトで作成し、検索しやすいようにデータベー

ス化する。 

 同居していない家族や知人が避難所を訪ねてきても確認ができるように掲示用も作成す

る。掲示する際には、個人情報の保護に配慮する。 

 

 

 

 年度初めに必ず以下のことを確認する。 

 

 

避難者名簿
家族番号 氏名 よみがな 年齢 性別 住所 入所日 退所日 退所後連絡先 退所後住所

1 1

2 1

3 1

4 2

5

6

7

8

9

10

市の防災課の避難所運営担当者の確認

　　　◇◇課　　　　○○　△△課長　　連絡先　○○○ー△△ー××××

避難所開設の際に市が準備してくれるもの

　　　非常食、水、毛布、懐中電灯、ビニールシート・・・・・・・・・

備蓄品の確認（市の防災課、◇◇小、△△中と一緒に）

　　　△△中の備蓄倉庫の確認。

　　　非常食（児童数プラス100）、水、毛布・・・・・・・

学校にある備蓄品

　　　保管場所　体育館下倉庫

　　　備蓄品　　 毛布、ビニールシート、新しい乾電池（毎年入れ替えること）、ラジオ、懐中電灯

　　　　　　　　　　水、ごみ袋・・・・

避難者名簿 

避難所運営のための事前準備 
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児童の安全（消息）確認

学校施設の状況把握

避難所としての機能があるか

自主組織や市災害担当部局等の協力体制の確立

医療体制の確立（学校医や医師会との連携）

緊急車両などの場所確保

学校長・市担当者・住民の代表者など

避難者名簿の作成

避難所使用についてのマナーの徹底

負傷者の対応

配給時におけるトラブルの防止対策

避難者数の把握

配給物資の要請

トイレの確保及び管理

衛生面への配慮

避難所運営委員会の設置

避難者生活のルールの管理

避難者名簿の整理（更新等）

救援物資に関する業務

衛生管理

情報収集と伝達

負傷者や災害弱者への対応

避難所の組織運営づくり支援

自治組織による自主運営

校内体制の確立（学校施設と避難施設の棲み分け）

避難者誘導

開放区域の明示

救援物資の調達配給

衛生環境整備

災 害 時 に お け る 本 校 の 避 難 所 運 営 手 順

施設の安全確保

学校災害対策本部の設置

避　難　所　の　開　設　

学校避難所対策本部設置

市担当者派遣

災害発生

初

期

対

応
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参考資料 表１ 学校危機対応のレベル ●学校管理下 ○学校管理外

事件規模 レベル 事 案 例 京都府

大 規 模 Ⅵ ●北オセチア共和国学校テロ

Ⅴ ●大阪池田小事件

Ⅳ ●佐世保市の小６殺害事件（全国マスコミ殺到） ●日野小事

●寝屋川市教師殺害事件（〃） 件

●仙台ウォークラリー事故、３人死亡、20人以上重軽傷（〃） ●宇治小事

中 規 模 ●山口県立高校爆発物事件、数十人救急搬送（〃） 件

Ⅲ強 ●校内での飛び降り自殺、目撃多数、学校に報道殺到

●小学校のプールで水死、児童目撃多数、学校に報道殺到

Ⅲ弱 ●児童の列に車、１人死亡、２人怪我、目撃数名、学校に報道多数 ○宇治学習

○親子心中事件、学校に報道多数 塾事件

Ⅱ ○親子心中事件、学校に取材なし～僅か

小 規 模 ○自宅での自殺、学校に取材なし～僅か

●体育中に児童が倒れ、搬送先の病院で死亡

○夏休み中に川での水の事故、複数児童目撃

小規模以下 Ⅰ ○家族旅行中の交通事故で児童死亡

○自宅で家族の自殺を児童が目撃

出典 全国ＣＲＴ標準化委員会

参考資料 表２ 学校危機支援チームの派遣を検討する事案

◆ 小規模事案（レベルⅡ以下）や個人被害事案

◆ 単発的でない事案

・虐待やいじめなどの継続的トラウマ ・感染症による死亡などの事案

・児童の行方不明

◆ 背景の問題が重要となる事案

・家庭での自殺 ・自殺未遂 ・子どもによる加害

◆ その他

・教職員の不祥事 ・災害 ・時間が経ってからの派遣依頼
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